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山根一仁さん応援レポート
旧朝香宮邸 東京都庭園美術館コンサート2015

山根一仁 ヴァイオリン・リサイタル
2015年9月27日（日） 東京都庭園美術館 本館大広間

フランスの香り豊かなサロン・コンサート

東京都庭園美術館。フランス、アール・デコ様
式の旧朝香宮邸と、緑豊かな庭園で知られる。

1933年に完成された本館は、アールデコ様式
の粋を尽くした瀟洒な建物である。
2011年に始められた改修工事も終わり、ホワ

イトキューブのギャラリーを備えた新館ととも
に、リニューアル開館されている。

この７月には旧朝香宮邸が重要文化財に指
定された。

本日の舞台は、その旧朝香宮邸大広間。

庭園美術館の象徴ともいわれる香水塔の姿
が美しい。
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瀟洒な空間に艶やかに響くフランス楽曲

重要文化財の中でのサロン・コンサート。

この洒落た企画、朝香宮様が長年あたため
ていらした企画を実現されたものなのだそう。

会場には、東京芸大でチェロを専攻していら
した朝香宮ご夫妻のお姿も。

曲目には、今、山根さんが１番心を寄せてい
るというフランス音楽から、ドビュッシーと
ラヴェルが選曲された。

アールデコ様式を誇る旧朝香宮邸とフランス
楽曲、たしかによく似合う。

山根さん登場。今日はブルーのシャツにベスト
と、シックないでたち。

１曲目ドビュッシーのヴァイオリン・ソナタ。

後ろの席でも息遣いまで聞こえるほどに間近に
聴く音色、乾いた音、艶のある音、曲を包む空
気感が伝わってくる。

続いてラヴェルのヴァイオリン・ソナタ。

優美にかつ大胆に演奏が続く。明るい照明のも
と、指遣い、弦さばきの動きを間近に追えるのも
サロン・コンサートならでは。エスプリを感じさせ
る第２楽章、難解なメロディの第３楽章。自由に
大きく、ラストの盛り上がり。

最後の曲、ラヴェルのツィガーヌ。

ラヴェルがジプシー音楽に魅せられて作曲した
といわれるこの曲は、ヴァイオリンの「ヴィルトゥ
オーゾピース（超絶技巧曲）」でもある。

後半、早いテンポで情熱的に奏でられる音色は、
迫力満点。圧巻だった。

拍手鳴り止まず。皆様、驚きを隠せないご様子。

アンコールにはフォーレの子守唄が演奏された。

何度も続くカーテンコールに、山根さん、最後は
ヴァイオリンを置いてお茶目に退場。
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留学前、日本での最後の演奏会に想いを込めて

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜本日の演奏曲目＞
ドビュッシー: ヴァイオリン・ソナタ
ラヴェル: ヴァイオリン・ソナタ
ラヴェル: ツィガーヌ

＜アンコール曲＞
フォーレ: 子守唄

ピアノ: 梅村祐子氏

演奏後は、新館に移動し、緑美しい庭園を眺めな
がらの懇親会。

「素晴らしかったわ」

「お若いから、今からが更に楽しみね」との声が、
あちらこちらで聞かれた。

この10月からは、ドイツのミュンヘン音楽・演劇大
学に留学し、新しい生活をスタートされる山根さん、
本日の演奏について；

「・・・今日の３曲は、どれも弾いたことのある曲で
したが、何回弾いても、毎回変わるんですよね。
その場、その場で。

今日は、留学前、日本での最後の演奏会だった
ので思い入れがありました。
楽しむことができたので、今日は良かったです」

10月からの留学生活は；

「・・・まず言葉を学んで。楽しんできます。不安も
いっぱいあるけれど・・・」

この演奏会の翌日にはミュンヘンへと旅立った

山根さん、「・・・住民登録や保険、学籍登録などに
追われる毎日を過ごしてます。ヴァイオリンどころ
ではないです。笑」と、元気なメールが届いた。

山根さん、素敵な演奏でした。
一時帰国の折には、また聴かせてください！
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【コンサート・パンフレット】


